「モネ」、風景をみる眼　　19世紀フランス風景画の革新
~ ポーラ美術館　x　国立西洋美術館　共同企画　~
　ポーラ美術館（箱根・千石原）　開催期間　2013.7.13〜11･24
　
　箱根の「ポーラ美術館」のコンセプトは、建物の地上部分を抑えて森の景観との調和を図った外観で、館内は自然光を生かして森の緑や空気に風にそよぐ梢を感じられるという「箱根の自然と美術の共生」であるとPRされている。
今回の展覧会は、２館のコレクションから「モネ」を中心として「マネ」から「ピカソ」まで、およそ100点の主要作品を選んで、“絵画空間の構成という観点から、他の作家と比較しつつ、風景に注がれた「モネ」の奇跡をたどり、画伯の作り上げた絵画空間の独自性を明らかにする”という企画である。
「クロード・モネ」（1840〜1926）は、「光の画家」の別称があるように時間や季節とともに移りゆく光と色彩の変化を生涯にわたり追求した、最も典型的な印象派を代表するフランス生まれの画家である。
「セザンヌ」は、戸外の光の表現を追求し続けた「モネ」に、“モネは眼にすぎない、しかし何という素晴らしい眼なのか”と絶賛の賛辞を送ったという。
画伯の展示作品は、「舟遊び」（写真上）、「バラ色のボート」（写真下）の他に、「陽を浴びるポプラ並木」、「睡蓮の池」（何れも1800年代の油彩/カンヴァス）の自然美あふれる風景画が美しい作品で本展覧会の目玉となっている。
また、「マネ」の「花の中の子供（ジャック・オシュデ）」、「ピカソ」の「海辺の母子像」なども鑑賞に値するものといえよう。
尚、「国立西洋美術館」では、同じテーマで2013.12.07〜1014.03.09に開催される。
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